13.流域における病原微生物の存在状況と水道原水への影響
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【目的】
水源となる河川は、塩素に耐性をもつ病原性原虫（クリプトスポリジウム、ジアルジア）や、ウイルス等の人畜由来の病原微生物などの影響を受けている場合があり、下流域の水道ではそれらの汚染状況を把握し、十分な対応を行う必要がある。それら病原微生物は、起源や種、遺伝子型により、感染性や汚染の特性が異なるため、水道水源等における病原微生物の汚染状況、及び健康影響リスクの特性を把握し、水道における対応策の検討の一助とする。
【方法】
　水道水源となる利根川水系の河川水及び底泥について、クリプトスポリジウム、ジアルジア、ウイルス類の実態調査を行うと共に、PCR法等を用いて遺伝子型の判別を行い、ヒトへの感染性の有無や汚染源の特性解析に関する検討を行った。本研究は、国立感染症研究所、（独）土木研究所、東京大学、北海道大学、埼玉県企業局、東京都水道局、埼玉県衛生研究所等との共同研究として実施した。
【結果】
水道水源となる利根川水系からクリプトスポリジウム、ジアルジア、ノロウイルス、エンテロウイルス、腸管系アデノウイルス等が検出された。今回の調査中、環境調査で高い値を示したのは、利根川支川（韮川・施設近傍）で水中のクリプトスポリジウム（オーシスト）1,500個/10L、底泥中 34,000個/m2、利根川（板東大橋）水中でノロウイルス100PDU/L、利根川（芽吹大橋）水中でアデノウイルス8,900PDU/Lなどであった。水源となる流域において、検出された原虫クリプトスポリジウム、ジアルジアの種や遺伝子型をPCR法を用いて解析したところ、同定された型は全てヒトへの感染性を持つCryptosporidium parvum bovine genotypeと Giardia lamblia assemblage B and AIであった。また、上流の下水処理場から、クリプトスポリジウムが、流入水中　310個／Ｌ、放流水 7.9個／Ｌ検出されたと報道発表がなされた事例があったが、計算上は下水道の流域に１名患者が出ただけでもこの数字となることが試算された。下水放流水によるクリプトスポリジウムの負荷と河川流量を比較すると、河川水中のクリプトスポリジウム濃度は、通常の変動の範囲内であった。
【考察】
今回対象となった原虫やウイルスは、発生源と思われる施設近傍、冬季、雨天時に高い傾向はあるが、地点（滞留しやすさ、濁度）、季節、天候（河川流量）による差異が極めて大きい。これまで同定されたクリプトスポリジウムやジアルジアの遺伝子型からは、ほぼ全てがヒトへの感染性を有すると考えられる。上流における感染者の有無、畜産施設での感染の有無も影響していると考えられ、このような人畜由来汚染の現状を把握し、浄水場における対策に反映させることが重要である。
